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１.  ま　え　が　き

近年，環境問題の深刻化にともない廃棄物の適正処理

が求められている一方で，廃棄物の不法投棄や不正処理

をする業者が急増してきている。当社は，これらの防止

および監視を目的として廃棄物処理場の運用管理システ

ムに車両ナンバ読取装置をキーコンポーネントとして組

み込み，搬入車両の入門から出門までの全行程を自動集

中管理できるシステムの提案・納入（1）を行なってきた。

一般に車両の管理は運転者にカード（パンチ，磁気，

無線方式など）を持たせたり，あるいは無線方式による

車載機を搭載することで行われている。しかし，これら

はいずれも車両固有のものではなく，貸し借りや取外し

が可能であったり，あるいは誤用の可能性もあるので，

厳密に車両管理することは難しい。

一方，車両のナンバプレートはその車両固有のもので

あり，その貸し借りや取外しは法律的にも禁止されてい

る。したがって，今後厳密な車両の管理を行うシステム

では，車両ナンバ読取装置の導入が拡大していくものと

期待される。

今回，松下電器産業㈱殿経由でエコランド音羽の杜

（京都市東部山間埋立処分地）に，車両の受付管理業務な

らびに廃棄物の排出先から最終処分地まですべての管理

業務の完全自動化を目的とした車両管理システムを納入

したので，本稿ではそのシステム内容について報告する。

２.  システムの概要

２・１ システム構成

車両管理手数料徴収システムの全体構成を図１に示

す。本システムは搬入受付所，計量棟（入口，出口），

特定車入口，特定車出口，総合管理事務所，およびダム
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サイトを主な拠点として，各拠点に配置された機器間を

LAN で接続することによって，システムの自動集中管

理ができるように構築されている。また図２は本システ

ムの詳細ブロック図であり，各拠点に配置された機器の

詳細構成を表している。
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での発行によって携帯し，これと各拠点に設置した撮像

装置および車両ナンバ読取装置で認識した読取データに

よって，その車両の入門から出門までの全行程を管理し

ている。

２・３ システムフロー例

図３に示した運行フローにおいて，一般・業者を例に

とって，車両の運行に従った各機器の動作を各拠点ごと

に説明する。

２・３・１ 搬入受付所

最初に一般・業者は搬入受付所（図４）で搬入申告を

行う。搬入申告は搬入申告書によって行い，申告者は住

所，氏名や搬入物の発生場所，排出理由等の詳細を記入

する。
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図３ 運行フロー

図４ 搬入受付所

２・２ 運行フロー

入門から出門までの各車両の運行フローを図３に示

す。運行フローパターン別の車両区分は全部で4 区分に

大別されるが，いずれも搬入カードあるいは入門カード

を本庁での事前発行または搬入受付所，総合管理事務所

次にこの搬入申告書をもとに搬入カードを作成する。

搬入カードは図５に示すような磁気カードであるが，搬

入申告書の内容が図６に示す搬入受付CPU およびカー

ドライタを用いて登録される。また，その際車両ナンバ

が撮像装置および車両ナンバ読取装置によって自動認識

され，磁気カードに自動登録される。

搬入カードの作成が終われば搬入申告書とともに搬入

者に交付され，搬入者は計量棟入口に向かう。
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図５ 搬入カード（一般・業者用） 図７ 計量棟入口

図８ 撮像装置（計量棟入口用）

図９ 車軸センサ（計量棟入口用）

図６ 搬入受付 CPU およびカードライタ

２・３・２ 計量棟入口

計量棟入口（図７）ではトラックスケールの定位置に

車両が停止するまでに，撮像装置（図８）および車両ナ

ンバ読取装置によってプレート情報が自動認識され，定

位置に車両が停止するとその総重量の計量が行われる。

この時車両の全車軸が完全にトラックスケール上にある

かどうかを図９に示す2 対の車軸センサによって監視し

ており，もし全車軸がトラックスケール上にない場合は，

車両を適切な位置に移動するようなメッセージがアナウ

ンスされる。

次に搬入者は所有している搬入カードを図１０に示す

カードリーダに差し込む。するとカードに登録されてい

る車両情報と，すでに認識されているプレート情報との

照合が行われる。照合結果が正しければカードが返却さ

れるので，それを引き抜くとゲートが開き，計量棟入口

から出ることができる。またこの時，連続通過の不正を
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図１１に示す2 対の赤外線センサによって監視しており，

もし車両の連続通過が発生した場合はデータベース上に

履歴が記録され，その車両が計量棟出口に入った時に警

報によって係員に知らせるようになっている。

計量棟入口での計量が終わった車両は約5km先にある

埋立処分地に向かう。

２・３・３ ダムサイト

埋立処分地に到着した搬入車両は，現地係員の指示に

従って搬入物を投棄し，搬入申告書を手渡した後，決め

られた経路に従って埋立処分地から再度計量棟に向か

う。その途中のダムサイトでは，不適切な場所での不法

投棄を監視するために，撮像装置および車両ナンバ読取

装置が設置され，通過車両は自動認識される。

２・３・４ 計量棟出口

計量棟出口では計量棟入口と同様に，撮像装置および

車両ナンバ読取装置によってプレート情報が自動認識さ

れ，トラックスケールによってその風袋重量の計量が行

われる。

次に搬入者は所有している搬入カードを図１２に示す

料金精算機に差し込む。するとカードに登録されている

車両情報と，すでに認識されているプレート情報との照

合が行われる。照合結果が正しければ，計量棟入口で計

量した総重量と先ほど計量した風袋重量の差によって搬

入物の重量を算出し，重量に応じた料金が課金される。

この時そのメッセージがアナウンスされ，料金精算機の

料金投入口のシャッタが開くので，その中にお金を入れ

る。すると精算が行われレシートが発行された後にゲー

トが開くので，計量棟出口から出ることができる。搬入

カードは通常一回限りの使用しかできないので料金精算

機で回収される。次回の搬入時には再度搬入受付所で搬

入申告を行い，搬入カードの交付を受ける必要がある。

計量棟出口から出た車両は退場門を通って出門する。図１０ カードリーダ（計量棟入口用）

図１１ 赤外線センサ（計量棟入口用） 図１２ 料金精算機
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｠３.  システムの管理機能

３・１ システムの目的と特長

本車両管理システムの目的は，場内の各拠点における

計量と，日・月・年報の集計などの業務を完全自動化し，

運用の円滑化と省力化を行うことである。本システムの

特長を次に示す。

（1）プレート情報の自動計測

｠ 撮像装置と車両ナンバ読取装置によって，プレー

ト情報を一瞬にして自動計測する。

（2）車両データのリアルタイム監視

｠ 各拠点における車両の登録情報と計量データ等を

同時にリアルタイム監視する。

（3）多種多様な帳票の作成

任意の年月日における日・月・年報を，20 様式に

近い多種多様な形で自動作成できる。

図１３ 管理 CPU メインメニュー画面
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図１４ 計量データ監視画面

図１５ 帳票例

｠３・２ 主な管理機能

システムの主な管理機能を，各CPU のCRT 画面を用い

て説明する。

３・２・１ 管理 CPU

図１３にメインメニュー画面を示す。メインメニュー

画面では各種機能の選択ができるが，その主な管理機能

を次に説明する。

（1）計量データ監視

図１４に画面例を示す。ここでは磁気カードに登録

された車両情報と，各拠点で計測された計量情報をリ

アルタイム表示する。また場内に滞留している車両台

数も表示する。

（2）帳票印刷

各種帳票の印刷が行えるが，印刷前にプレビューに

より帳票内容の確認ができる。帳票の種類を次に示す。

また帳票例を図１５に示す。
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¡日報：計量記録日報，有料ごみ・業者別日報，車

両区分・地区別日報，車両別日報，見学者

日報

¡月報：有料ごみ・業者別月報，車両区分・地区別

月報，有料ごみ・日別月報，車両区分・日

別月報，クリーンセンター地区・日別月報，

行政区・日別月報，見学者地区・日別月報

¡年報：有料ごみ・業者別年報，車両区分・地区別

年報，有料ごみ・月別年報，車両区分・月

別年報，クリーンセンター地区・月別年報，

行政区・月別年報，見学者地区・月別年報

（3）カードマスター管理

磁気カードの修正・発行等を行うことができる。

（4）計量データ管理

計量データを任意の年月日ごとに表示する。また計

量データの修正・追加・削除を行うこともできる。

（5）滞留車処理

｠ 未納処理，カード紛失処理，カード不良処理，滞

留車不正処理を行うことができる。

３・２・２ サーバ

図１６にメインメニュー画面を示す。その主な管理機

能を次に説明する。

（1）運行監視

図１７に画面例を示す。ここでは当日の運行記録

（入口・ダムサイト・出口情報，他）を表示する。

（2）システム監視

システムが正常であるかどうかを表示する。また詳

細一覧画面では各拠点ごとの各機器について正常であ

るかどうかを表示する。

（3）不正車両管理

不正車両をその内容とともに表示する。

（4）不正時間設定

入口通過から出口通過までの時間の上限と下限を設

定する。短すぎる場合，あるいは長すぎる場合を不正

として処理する。

（5）管理者設定

｠ 図１８に画面例を示す。ここでは管理者のみによる

各種設定画面を表示する。たとえば車両番号照合にお

いては照合条件を，①陸運支局，②車種コード，③用

途コード，④一連番号，の中から任意に設定すること

ができる。

図１６ サーバメインメニュー画面
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京都○○あ0000

図１７ 運行監視画面

図１８ 管理者設定画面

３・２・３ その他

｠ 計量棟の2 台のCPU では，磁気カードに登録された

車両情報と各拠点で計測された計量情報をリアルタイム

表示する計量データ監視機能があり，また本庁CPU で

は，磁気カードの修正・発行等を行うことができるカー

ドマスター管理機能がある。なお残灰車用の搬入カード

は，本庁のみで事前発行される。



日新電機技報 Vol.  45,  No.  2 （2000.6） 24 ）一一（

エコランド音羽の杜（京都市東部山間埋立処分地）納め車両管理手数料徴収システム

高　橋　正　人
1989 年入社。主として，
車両ナンバ読取装置お
よび車両管理システム
の開発・設計業務に従
事。現在，社会環境事
業部システムグループ
交通システム技術部
CS 推進課主任。

野見山　浩　志
1993 年入社。主として，
車両ナンバ読取装置お
よび車両管理システム
の開発・設計業務に従
事。現在，社会環境事
業部システムグループ
交通システム技術部
VR プロジェクト室。

B 執筆者紹介

４.  あ　と　が　き

今回紹介したシステムは，廃棄物処理場における車両

の管理システムの一例であるが，車両ナンバ読取装置を

キーコンポーネントとして組み込むことによって，より

厳密な車両の管理が可能となった。今後ますますごみの

問題は深刻化していくであろうし，不法投棄や不正処理

も増加する傾向にある。しかし，健全で，明るく，住み

やすい社会を作っていくためにはこれらの問題を未然に

防止し，また抑止していく必要がある。当社の提供する

車両管理システムが，これら環境保全対策への一助とし

て貢献できれば幸いである。
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